
採点実務に関わるインフォメーション 

１、申告書の使用について 

    ≪申告書使用の大会≫ 

・２０１６年度全国高等学校選抜大会（２０１７年３月） 

・全日本新体操ユースチャンピオンシップの予選 

上記大会においては、申告書を使用し、できる限り正しいジャッジのもと、 

選手を選出できるようにする。 

 

≪申告書なしで、新ルール対応の大会≫ 

・全国高等学校総合体育大会（インターハイ） 

・全国中学校体育大会（全中） 

・東西学生新体操選手権大会 

・全日本学生新体操選手権大会（インカレ） 

・国民体育大会 

・全日本新体操ユースチャンピオンシップの決勝 

・全日本ジュニア新体操選手権大会 

・全日本新体操選手権大会  

・代表決定競技会（２０１７年４月２３日） 

 

※ブロック大会（高体連・中体連・ジュニア）・地域の大会では 

各大会組織委員会でご検討ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２、申告書の採点方法 

申告 
 

 
 

 

 

 

 

審判 

 

  

  

 

 

  

価値 0.4 0.3 0 0.5 0.4 0.3 0.3 

①申告する際、手具操作と価値は書かない。 

 演技内容を、演技順に記入する。 

 価値は書かないので、合計点を記入する必要はない。 

（申告は青の部分だけ） 

②審判は採点する際に手具操作を記録する。 

実施された、BD、ED、S、R、AD、C、などを記入する。 

例は、団体であるが、個人も同様に記入する。 

（黄色の部分） 

③実施された価値を記入する。 

（緑の部分） 

④申告ミスによる減点はない。 
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３、審判座席について 

①高校選抜大会（愛媛） 

E3 D3 D4 E4 D1 D2 D1 D2 E5 D3 D４ E６ 

 E1 E2 
計時 E 上級 D 上級 審判長 D 上級 競技部長 E1 E2  

  

 ②その他 

 ・審判員の構成人数によって色々なパターンがあるため、 

  各ブロック/地方大会について、不明な点はお問い合わせ 

ください。 

 

４、共通得点表及び実施減点表 

  ・D１/２、D３/４、E１/２については、共通得点表に２名の

共通得点を記入する。 

  ・実施減点表は、個人/団体 共に、減点を記入する。  

 

 

 


